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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

転
換
を
表
す
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
成
立
過
程

―
中
古
か
ら
近
世
前
期
ま
で
を
対
象
に

―

清　
　

田　
　

朗　
　

裕

一　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
初
出
例
が
確
認
で
き
る
中
古
か
ら
近
世
前
期
ま
で
を
対

象
と
し
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
と
い
う
転
換
を
表
す
慣
用
表
現
の
成
立
過
程
を
歴

史
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る

（
１
）。

本
稿
で
は
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
と
い

う
形
式
が
転
換
の
接
続
表
現
と
な
る
過
程
を
捉
え
た
い
た
め
、
形
式
的
特
徴

の
変
化
に
も
着
目
す
る
。

N
ハ
サ
テ
オ
キ
は
、
転
換
の
サ
テ
や
ト
コ
ロ
デ
と
置
換
可
能
で
あ
る
。

（
一
）�

先
日
、先
生
の
ご
著
書
の
書
評
を
○
○
新
聞
で
見
か
け
ま
し
た
。
ご
好

評
と
の
こ
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
／
と
こ
ろ
で
／

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
先
日
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
原
稿
、
締
切
を
1
ヶ

月
ほ
ど
過
ぎ
て
い
る
の
で
す
が
、
ま
だ
弊
社
に
は
届
い
て
い
な
い
よ

う
で
す
。�

（
石
黒
二
〇
一
六
：
一
一
一
。
一
部
改
変
）

こ
の
よ
う
に
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
は
サ
テ
と
置
換
可
能
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お

い
て
、
転
換
の
接
続
表
現
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
一
方
で
、
次
例
の
よ
う

に
サ
テ
と
置
換
し
に
く
い
例
も
あ
る
。

（
二
）�

腰
痛
は
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
。
か
く
い
う
私
も
以
前
、腰
痛
が
悪
化

し
て
半
年
も
休
職
す
る
は
め
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
？
さ
て
／
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
腰
痛
に
な
り
や
す
い
人
の
タ
イ
プ
を
挙
げ
て
み
よ

う
。�

（
石
黒
二
〇
一
六
：
一
一
一
。
一
部
改
変
）

こ
の
例
で
は
サ
テ
は
据
わ
り
が
悪
い
。
つ
ま
り
、
サ
テ
と
N
ハ
サ
テ
オ
キ

と
の
間
に
は
機
能
差
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
機
能
差
に
つ
い
て
、
特
に
歴
史
的
な
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
古
か
ら
近
世
ま
で

の
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
様
相
を
取
り
上
げ
る
。
特
に
、
調
査
を
進
め
る
中
で
特

徴
的
だ
っ
た
説
経
に
お
け
る
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
と
い
う
形
式
の
使
用
状
況
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
転
換
に
つ
い
て
よ
り
深
く
探
っ
て
い
く
た
め
の
一
助
と

し
た
い
。
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二　

現
代
語
の
N
ハ
サ
テ
オ
キ

本
節
で
は
、
現
代
語
の
N
ハ
サ
テ
オ
キ
に
関
す
る
先
行
研
究
の
記
述
か
ら
、

そ
の
形
式
的
特
徴
、
機
能
的
特
徴
を
整
理
す
る
。

ま
ず
、
石
黒
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
ソ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
と
い
う
形
式
で
、

〈
転
換
〉
の
接
続
表
現
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）�

腰
痛
は
甘
く
見
て
は
い
け
な
い
。
か
く
い
う
私
も
以
前
、腰
痛
が
悪
化

し
て
半
年
も
休
職
す
る
は
め
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て

お
き
／
そ
れ
は
そ
う
と
／
そ
れ
は
と
も
か
く
／
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

／
閑
話
休
題
、
腰
痛
に
な
り
や
す
い
人
の
タ
イ
プ
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

�
（
石
黒
二
〇
一
六
：
一
一
一
）

石
黒
（
二
〇
一
六
）
に
よ
れ
ば
、
転
換
の
サ
テ
は
〈
関
連
す
る
別
の
話
題
に

移
る
〉こ
と
を
表
し
、ソ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
は
サ
テ
と
ほ
ぼ
同
じ
用
法
だ
が
、ソ

レ
ハ
ソ
ウ
ト
等
と
共
に
〈
話
を
本
筋
に
戻
す
〉
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
す

る
。
こ
こ
か
ら
、
直
前
の
話
題
は
、
本
筋
か
ら
少
し
外
れ
た
内
容
で
あ
る
こ

と
が
窺
え
る
。

次
に
、
小
池
他
（
二
〇
〇
二
）
で
は
、
ト
モ
カ
ク
・
ト
モ
カ
ク
ト
シ
テ
・

ト
ニ
カ
ク
等
と
並
び
、
除
外
表
現
の
一
つ
と
し
て
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
小
池
清
治
執
筆
）。

（
四
）
英
語
は　

さ
て
置
き
、
外
国
語
は　

全
然
駄
目
で
す
。

�

（
小
池
他
二
〇
〇
二
：
一
九
九
）

こ
の
例
で
は
、「
英
語
は
」
が
除
外
対
象
、「
さ
て
置
き
」
が
除
外
動
詞
、「
外

国
語
は
」
が
考
慮
対
象
、「
全
然
駄
目
で
す
」
が
考
慮
結
果
、
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
こ
の
例
は
、
転
換
の
接
続
表
現
と
い
う
よ
り
、
対
比
関
係
を
結
ぶ
表

現
と
考
え
ら
れ
る
。
小
池
（
二
〇
〇
二
）
で
は
「
さ
て
置
き
」
の
形
式
は
書

き
言
葉
的
で
や
や
堅
い
言
い
方
で
あ
る
こ
と
、
一
方
「
さ
て
置
い
て
」
の
形

式
は
話
し
言
葉
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
小
池
他

（
二
〇
〇
二
）
は
、
サ
テ
オ
キ
を
動
詞
相
当
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、

サ
テ
オ
ク
と
い
う
終
止
形
で
文
終
止
し
に
く
い
こ
と
や
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式

や
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
と
共
起
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
「
N
ハ
サ
テ

オ
キ
（
サ
テ
オ
イ
テ
）」
と
い
う
形
式
で
慣
用
表
現
化
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
五
）
a ?	�

昨
日
の
失
敗
の
こ
と
は
さ
て
置
く
。
今
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
。

（
文
終
止
）

　
　

 

b??	�

昨
日
の
失
敗
の
こ
と
は
さ
て
置
い
て
い
る
。
今
日
か
ら
ま
た
頑

張
ろ
う
。（
ア
ス
ペ
ク
ト
）

　
　

 

c ?	�

昨
日
の
失
敗
の
こ
と
は
さ
て
置
く
そ
う
だ
。
今
日
か
ら
ま
た
頑

張
ろ
う
。（
モ
ダ
リ
テ
ィ
）

　
　

 

d	

昨
日
の
失
敗
の
こ
と
は
さ
て
置
き
、
今
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
。

　
　

 

e	
�

昨
日
の
失
敗
の
こ
と
は
さ
て
置
い
て
、
今
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ

う
。

な
お
、「
現
代
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」（BCCW

J

）
で
「
サ
テ
オ
ク

（
語
彙
素
読
み
）」
と
、「
サ
テ
（
語
彙
素
読
み
）」「
オ
ク
（
後
方
共
起
1
・
語

彙
素
読
み
）」で
検
索
す
る
と
、
全
体
で
四
〇
〇
例
程
度
確
認
で
き
る
。
そ
の

中
で
、
サ
テ
オ
ク
の
形
式
で
文
を
終
止
す
る
例
が
一
例
、
サ
テ
オ
キ
ナ
ガ
ラ

が
一
例
、
サ
テ
オ
ク
ト
シ
テ
（
モ
）
の
例
が
八
例
、
サ
テ
オ
コ
ウ
の
例
が
一

例
み
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
は
、
サ
テ
オ
キ
及
び
サ
テ
オ
イ
テ
の
例
に
限
ら
れ
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て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
量
的
デ
ー
タ
か
ら
、
本
稿
で
は
、
現
代
語
に
お
い
て
、

N
ハ
サ
テ
オ
キ
（
サ
テ
オ
イ
テ
）
と
い
う
形
式
で
慣
用
表
現
化
し
て
い
る
と

考
え
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
現
代
で
は
N
ハ
サ
テ
オ
キ
（
N
ハ
サ
テ
オ
イ
テ
）
と

い
う
形
式
で
用
い
ら
れ
、
転
換
の
機
能
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

三　

先
行
研
究

本
節
で
は
、
サ
テ
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
転
換
機
能
に
つ
い

て
確
認
す
る
。

三
・
一　

転
換
に
つ
い
て

転
換
と
は
、
大
き
く
は
「
話
題
を
転
じ
る
こ
と
」
と
規
定
で
き
る
が
、
論

者
に
よ
っ
て
様
々
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

田
中
（
一
九
八
四
）
は
、「
転
換
の
接
続
」
を
以
下
の
二
つ
に
分
類
す
る
。

（
六
）
a�
ト
ニ
カ
ク
・
ト
モ
カ
ク
等
：
そ
れ
ま
で
の
話
に
、い
っ
た
ん
し
め
く

く
り
を
つ
け
て
、
新
し
い
話
題
に
移
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
も
の

　
　

 

b�
サ
テ
・
ト
キ
ニ
等
：
ま
っ
た
く
別
の
話
を
切
り
出
し
た
り
、
新
た

な
話
題
を
も
ち
出
す
と
き
に
用
い
る
も
の

�

（
田
中
一
九
八
四
：
一
一
八

－

一
一
九
参
照
）

市
川
（
一
九
七
八
）
は
、
転
換
の
接
続
詞
を
以
下
の
四
つ
に
分
類
す
る
。

（
七
）
転
換
―
―
前
の
内
容
か
ら
転
じ
て
、
別
個
の
内
容
を
導
く
。

　
　

 

〔
転
移
〕
＝
と
こ
ろ
で
・
と
き
に
。〔
課
題
〕
＝
さ
て
。

　
　

 

〔
区
分
〕
＝
そ
れ
で
は
・
で
は
。〔
放
任
〕
＝
と
も
あ
れ
。

�

（
市
川
一
九
七
八
：
六
六
）

石
黒
（
二
〇
一
六
）
は
、「
転
換
の
接
続
詞
」
と
し
て
整
理
し
、
以
下
の
三

つ
に
分
類
す
る
。

（
八
）
a�
移
行
の
接
続
詞
：
先
行
文
脈
で
述
べ
た
話
題
と
は
別
の
話
題
に
切

り
替
わ
る
こ
と
を
予
告
す
る

　
　

 

b�
本
題
の
接
続
詞
：
話
題
の
転
換
は
あ
る
が
、
先
行
文
脈
の
話
題
と

後
続
文
脈
の
話
題
に
軽
重
が
あ
る
こ
と
を
示
す

　
　

 

c�
回
帰
の
接
続
詞
：
ふ
と
我
に
返
る
よ
う
な
話
題
の
転
換
を
予
告
す

る�

（
石
黒
二
〇
一
六
：
一
〇
九
参
照
）

論
者
に
よ
っ
て
そ
の
分
類
は
異
な
る
も
の
の
、
転
換
の
様
相
は
複
雑
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
稿
で
も
、
転
換
の
機
能
は
細
分
化
で
き
る
と
い
う

立
場
を
取
り
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
と
い
う
形
式
の
特
徴
を
考
え
て
い
く
。

三
・
二　

サ
テ
に
つ
い
て

サ
テ
は
、指
示
副
詞
サ
と
接
続
助
詞
テ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、指

示
副
詞
サ
を
中
心
に
考
察
し
た
岡
﨑
（
二
〇
一
一
）、
百
瀬
（
二
〇
一
九
）
を

取
り
上
げ
、
接
続
詞
サ
テ
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
整
理
す
る
。

岡
﨑
（
二
〇
一
一
）
は
、
サ
テ
と
カ
ク
テ
を
指
示
性
の
有
無
や
前
後
の
文

脈
関
係
を
踏
ま
え
、
A
か
ら
E
の
五
段
階
に
分
類
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
接

続
語
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
は
、
B
・
C
・
D
の
場
合
で
あ
る
。

（
九
）
B
：
X
。
サ
テ
【（
条
件
・
原
因
等
）・
継
起
】、
Y
。

　
　

 

C
・
D
：
X
。
サ
テ
【
添
加
・
話
題
の
転
換
等
】、
Y
。

112
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�

（
岡
﨑
二
〇
一
一
：
七
四

−

七
五
を
参
照
し
作
成
。）

B
は
、
継
起
を
表
す
接
続
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
転
換
と
は
異
な

る
と
す
る
。
そ
し
て
、
C
・
D
に
つ
い
て
は
、
C
が
言
語
的
文
脈
で
表
さ
れ

る
事
態
に
対
し
て
添
加
・
転
換
を
果
た
す
も
の
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
D
は

現
場
の
状
況
等
に
基
づ
く
事
態
に
対
し
、
添
加
・
転
換
を
果
た
す
も
の
と
し

て
区
別
し
つ
つ
も
、
C
・
D
が
転
換
の
接
続
語
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

百
瀬
（
二
〇
一
九
）
は
、
西
田
（
二
〇
〇
一
）
と
岡
﨑
（
二
〇
一
一
）
と

で
転
換
の
用
法
に
対
す
る
認
識
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

サ
テ
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
文
頭
・
文
中
の
違
い
、
地
の
文
・
非
地
の
文

（
対
話
文
・
心
内
話
文
・
消
息
文
）の
違
い
に
注
目
し
、
そ
の
使
用
頻
度
を
整

理
し
、
接
続
語
化
に
向
か
う
流
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

四　

問
題
点

本
節
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
転
換
と
い
う
機
能
は
、
下
位
分
類
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
、
指
示
詞
由
来
の
接
続
語
サ
テ
の
先
行
研
究
で

は
、
指
示
語
か
接
続
語
か
、
添
加
か
転
換
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
が

中
心
で
あ
り
、
転
換
の
内
実
を
さ
ら
に
考
究
す
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
岡
﨑
（
二
〇
一
一
）、
百
瀬
（
二
〇
一
九
）
等
が
、
カ
ク
テ
と

い
う
形
式
も
転
換
を
表
す
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
転
換

と
い
う
大
枠
で
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ク
テ
は
サ
テ
と
併
用
さ
れ
て
い

た
時
代
が
あ
る
と
い
う
指
摘
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
機
能
差
の
有
無
は
明

ら
か
で
な
い
。
つ
ま
り
、
サ
テ
と
カ
ク
テ
が
置
換
可
能
な
部
分
と
そ
う
で
な

い
部
分
が
何
な
の
か
、
検
討
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
機
能
の
差
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
、
転
換
と
い
う
機
能
を
細
分
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
点
を
基
に
、
サ
テ
を
含
む
N
ハ
サ
テ
オ

キ
と
い
う
形
式
を
取
り
上
げ
、
サ
テ
と
の
機
能
差
を
考
え
た
い
。
N
ハ
サ
テ

オ
キ
と
い
う
形
式
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
サ
テ
を
含
む
形
式
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
サ
テ
と
共
通
す
る
側
面
と
相
違
す
る
側
面
の
両
方
が
確
認
で
き
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
相
違
す
る
側
面
を
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の

特
徴
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五　

調
査
方
法
・
調
査
対
象

調
査
方
法
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

N
ハ
サ
テ
オ
キ
は
、
サ
テ
に
比
べ
て
使
用
頻
度
が
低
い
形
式
で
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
資
料
を
用
い
、
広
く
用
例
を
収
集
す

る
た
め
、
コ
ー
パ
ス
資
料
を
活
用
す
る
。
た
だ
し
、
説
経
に
見
ら
れ
る
例
が

特
徴
的
で
あ
っ
た
の
で
、
非
コ
ー
パ
ス
資
料
と
し
て
そ
れ
も
取
り
上
げ
る
。

収
集
し
た
用
例
は
、
文
頭
か
文
中
か
、
中
止
か
終
止
か
と
い
っ
た
文
中
の
位

置
で
整
理
す
る（
表
一
）。
ま
た
、
転
換
の
内
実
を
よ
り
詳
細
に
取
り
上
げ
る

た
め
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
前
後
で
（
一
）
登
場
人
物
（
主
語
）
の
変
化
、（
二
）

時
間
の
変
化（
た
だ
し
、
通
常
、
時
系
列
に
沿
っ
て
話
が
展
開
す
る
た
め
、
こ

こ
で
い
う
変
化
と
は
、
前
段
と
断
絶
し
た
過
去
・
現
在
・
未
来
の
時
間
の
変

化
を
指
す
）、（
三
）
場
所
の
変
化
、（
四
）
話
題
の
変
化
、
の
有
無
を
整
理
し
、
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サ
テ
と
の
機
能
差
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
表
二
）。

結
論
を
一
部
先
取
り
す
る
と
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
は
サ
テ
と
同
様
の
機
能
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
説
経
に
み
ら
れ
る
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
と
い
う
形
式

を
検
討
す
る
と
、（
一
）
〜
（
四
）
の
う
ち
、
複
数
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
の
み
用
い
ら
れ
て
お
り
、
使
用
制
限
が
あ
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ

た
。
ま
さ
に
〈
場
面
〉
の
転
換
を
表
す
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ー
カ
ー
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

次
に
、
調
査
対
象
は
中
古
か
ら
近
世
前
期
と
す
る（

２
）。

コ
ー
パ
ス
化
さ
れ
た

資
料
と
し
て
、
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（
C�

H�

J
）、
日
本
古
典
文
学
大
系

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、Japanknow

ledge
の
検
索
機
能
を
活
用
す
る
。
非
コ
ー

パ
ス
化
資
料
と
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
の
説
経
、
特
に
本
稿

で
は
「
山
椒
大
夫
」
の
諸
本
を
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
西
行
『
山
家
集
』
に

も
一
例
確
認
で
き
た
た
め
、
取
り
上
げ
る
（（
二
十
一
））。

六　

調
査
結
果

本
節
で
は
、
調
査
結
果
を
時
代
毎
に
述
べ
る
。

ま
ず
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
に
関
連
す
る
用
例
の
量
的
分
布
を
表
一
に
示
す
。

計

非
地
の
文

地
の
文

文
末

文
中

文
頭

文
末

文
中

文
頭

1 1 中古

8 3 4 1 中世�
前期

4 2 1 1 中世�
後期

3 2 1 近世�
前期

20 2 18 説経�
4作品

36 5 3 0 7 2 19 計8 28

表
一　

サ
テ
オ
キ
に
関
す
る
用
例
の
量
的
分
布

次
に
、
サ
テ
オ
キ
の
前
後
で
主
語
・
時
間
・
場
所
・
話
題
の
変
化
が
み
ら

れ
た
場
合
の
組
み
合
わ
せ
を
表
二
に
示
す
。
組
み
合
わ
せ
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
P
は
動
詞
の
語
彙
的
意
味
を
保
つ
も
の
で
あ
る
た
め
別
立
て
す
る
。

（
十
）�

A
：
主
語
の
み
、
B
：
時
間
の
み
、
C
：
場
所
の
み
、
D
：
話
題
の
み
、

E
：
主
語
・
時
間
、
F
：
主
語
・
場
所
、
G
：
主
語
・
話
題
、
H
：
主

語
・
時
間
・
場
所
、
I
：
主
語
・
時
間
・
話
題
、
J
：
主
語
・
場
所
・

話
題
、
K
：
時
間
・
場
所
、
L
：
時
間
・
話
題
、
M
：
時
間
・
場
所
・

話
題
、
N
：
場
所
・
話
題
、
O
：
主
語
・
時
間
・
場
所
・
話
題
、
P
：

〈
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
留
め
る
〉
意
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計

説
経
4
作
品

近
世
前
期

中
世
後
期

中
世
前
期

中
古

9 0 3 2 4 0 A
0 0 0 0 0 0 B
0 0 0 0 0 0 C
0 0 0 0 0 0 D
0 0 0 0 0 0 E
1 1 0 0 0 0 F
4 2 0 1 1 0 G
0 0 0 0 0 0 H
1 1 0 0 0 0 I
5 5 0 0 0 0 J
0 0 0 0 0 0 K
0 0 0 0 0 0 L
0 0 0 0 0 0 M
0 0 0 0 0 0 N
12 11 0 0 1 0 O
4 0 0 1 2 1 P
36 20 3 4 8 1 計

表
二　

�
主
語
・
時
間
・
場
所
・
話
題
の
変
化
の
組
み
合
わ
せ
毎
の
量
的
分
布

六
・
一　

中
古

中
古
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
一
例
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
接
続
助
詞

テ
を
伴
い
、
N
ヲ
サ
テ
オ
キ
テ
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。

（
十
一
）�

見
る
か
ら
に
、
御
心
騒
ぎ
の
い
と
ど
ま
さ
れ
ば
、
言
少
な
に
て
、
聖

だ
つ
と
い
ひ
な
が
ら
、
こ
よ
な
か
り
け
る
山
伏
心
か
な
、
さ
ば
か
り

あ
は
れ
な
る
人
を
さ
て
お
き
て
、
心
の
ど
か
に
月
日
を
待
ち
わ
び

さ
す
ら
む
よ
、
と
思
す
。

�

（『
源
氏
物
語
⑥
』
浮
舟
：
一
三
九

－

一
四
〇
）

匂
宮
が
「（
薫
が
）
浮
舟
を
放
っ
て
お
く
こ
と
」
を
心
中
で
表
す
際
に
「
サ
テ

オ
キ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
N
は
「
浮
舟
」
を
表
し
、
サ
テ
は
観
念
用
法

の
例
と
考
え
ら
れ
、
転
換
の
接
続
表
現
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
サ
テ
単
独
や
、
オ
ク
単
独
の
用
例
は
数
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、

各
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
サ
テ
オ
ク
と
い
う
形
式

で
は
ま
だ
十
分
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六
・
二　

中
世

中
世
で
は
、
複
数
の
用
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

特
に
中
世
前
期
で
は
、
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
連
体
修
飾
節
や
文
末
で

用
い
ら
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。

（
十
二
）�

而
る
間
、
其
の
人
の
妻
形
端
正
に
し
て
心
あ
て
也
け
れ
ば
、
男
限
な

く
相
ひ
思
て
棲
け
る
程
に
、
其
の
妻
世
の
中
の
心
地
を
重
く
煩
ひ

て
、
日
来
を
経
る
に
、
夫
心
を
尽
し
て
嘆
き
悲
び
て
、
様
々
に
祈
請

ず
と
云
へ
ど
も
、
遂
に
失
せ
に
け
り
。
其
の
後
、
夫
限
な
く
思
ふ
と

云
へ
ど
も
、
然
て
置
た
る
べ
き
事
に
非
ね
ば
、
棺
に
入
て
、
葬
の
日

の
未
だ
遠
か
り
け
れ
ば
、
十
日
余
家
に
置
た
る
に
、
夫
此
の
死
た
る

妻
の
限
な
く
恋
し
く
思
え
け
れ
ば
、
思
ひ
煩
ひ
て
、
棺
を
開
て
望
け

る
に
、
長
か
り
し
髪
は
抜
け
落
ち
、
枕
上
に
を
ぼ
と
れ
て
有
り
、
愛

敬
付
た
り
し
目
は
木
の
節
の
抜
跡
の
様
に
て
空
に
成
れ
り
。

�

（『
今
昔
物
語
集
②
』
巻
第
十
九
・
第
十
：
四
八
九
）

（
十
三
）�

今
一
人
の
修
行
者
、「
我
を
も
引
落
し
て
彼
等
が
様
に
打
む
ず
ら
む
」

と
思
ふ
に
、
悲
け
れ
ば
、
憑
奉
る
本
尊
に
、「
我
を
助
給
へ
」
と
心

の
内
に
念
ず
る
事
限
な
し
。
其
の
時
に
主
の
僧
、「
其
の
修
行
者
を

ば
暫
く
然
て
置
た
れ
」
と
云
て
、「
其
に
有
れ
」
と
云
つ
る
所
に
居

た
る
程
に
、
日
も
暮
ぬ
。

�

（『
今
昔
物
語
集
④
』
巻
第
三
十
一
・
第
十
四
：
五
二
五
）

（
十
四
）�
八
郎
、
こ
れ
を
聞
き
て
、
色
を
失
ひ
、
音
も
せ
ず
。
そ
の
外
の
子
供

は
、「
か
や
う
に
付
き
副
ひ
奉
る
も
、
我
等
が
身
の
上
は
さ
て
お
き

ぬ
、
た
だ
心
苦
し
さ
に
こ
そ
候
へ
。
と
も
か
く
も
、
御
身
の
助
か
ら
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せ
た
ま
は
ん
事
こ
そ
よ
く
候
は
め
。
た
だ
御
意
に
こ
そ
」

�

（『
保
元
物
語
』
中
：
三
三
二
）

（
十
五
）�
凡
夫
な
れ
ば
、お
の
づ
か
ら
失
あ
ら
む
こ
と
を
疑
ふ
べ
き
な
り
。
か

ね
て
ま
た
、
人
倫
の
事
は
さ
て
お
き
つ
。
神
祇
を
侮
り
、
な
き
が
し

ろ
に
せ
し
漢
家
の
国
王
、
帝
運
久
し
か
ら
ず
。

�

（『
十
訓
抄
』
第
三
・
十
六
：
一
四
五
）

（
十
六
）�

こ
れ
は
、
か
の
僧
の
す
す
め
る
こ
と
に
は
あ
ら
ず
、
天
魔
の
所
為
な

れ
ど
も
、
愚
か
な
る
よ
り
お
こ
れ
る
う
へ
、
さ
き
の
こ
と
に
あ
ひ
似

た
る
あ
ひ
だ
、し
る
す
。
こ
れ
ら
は
さ
て
お
き
つ
。
し
か
る
べ
き
人

の
習
ひ
と
し
て
、
心
を
は
か
り
見
む
た
め
に
、
な
に
ご
と
を
も
あ
ら

は
に
見
せ
知
ら
せ
ず
、
心
を
ま
は
し
て
、
つ
く
り
も
出
し
、
い
ひ
も

せ
ら
れ
た
ら
む
を
、
よ
く
よ
く
案
じ
め
ぐ
ら
し
て
、
不
覚
せ
ぬ
や
う

に
振
舞
ふ
べ
し
。

�

（『
十
訓
抄
』
第
七
・
二
：
二
八
八
）

（
十
七
）�

僧
徒
の
勤
め
に
は
、
八
宗
の
修
学
、
一
陀
羅
尼
行
者
、
法
華
持
者
等

な
り
。
お
ほ
む
ね
、
後
世
の
修
因
な
り
と
い
へ
ど
も
、
公
請
に
お
も

む
く
日
は
、
今
生
の
能
と
も
い
ふ
べ
し
。
天
竺
、
震
旦
は
さ
て
お
き

つ
。
わ
が
朝
に
と
り
て
も
、
弘
法
、
伝
教
、
慈
覚
、
智
証
の
四
大
師

を
は
じ
め
奉
り
て
、
菩
薩
、
和
尚
号
を
か
う
ぶ
ら
る
る
た
ぐ
ひ
、
聖

人
、
権
者
の
名
を
あ
ら
は
す
振
舞
、
そ
の
証
多
か
れ
ど
も
、
面
々
の

霊
験
、
行
徳
、
さ
の
み
し
る
し
が
た
し
。

�

（『
十
訓
抄
』
第
十
・
五
十
七
：
四
五
〇
）

（
十
八
）�

夜
も
す
が
ら
眺
め
て
だ
に
も
慰
ま
ん
明
け
て
見
る
べ
き
人
の
影
か

は　

と
独
り
か
こ
ち
て
居
た
り
け
る
。
こ
れ
は
さ
て
お
き
、十
郎
は

宿
所
へ
帰
り
、
虎
が
姿
の
忘
ら
れ
ず
泣
き
居
た
る
と
こ
ろ
に
、
五

郎
、
早
川
の
伯
母
の
許
よ
り
来
た
り
つ
つ
、

�

（『
曽
我
物
語
』
巻
第
六
：
二
三
〇
）

（
十
二
）「
然
て
置
た
る
べ
き
事
」
の
よ
う
に
連
体
修
飾
節
を
つ
く
る
も
の

や
、（
十
三
）
～
（
十
七
）
の
よ
う
に
文
末
に
く
る
例
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、

（
十
二
）・（
十
三
）
は
、〈
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
〉
と
解
釈
で
き
る
。

（
十
五
）
～
（
十
七
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
人
倫
」
と
「
神
祇
」、「
さ
き
の
こ
と

（
前
話
）」
と
「
今
の
話
」、「
天
竺
、
震
旦
」
と
「
本
朝
」
と
い
う
対
等
な
関

係
が
対
比
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
十
六
）
で
は
、「
こ
れ
ら
」
と
い

う
指
示
語
が
見
ら
れ
る
が
、
転
換
の
接
続
表
現
と
は
い
え
な
い
。
転
換
の
接

続
表
現
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
、（
十
八
）
の
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
の
例
で
あ

る
。
遊
女
の
「
虎
」
を
「
そ
こ
に
そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
」
と
解
釈
す
る
な

ら
、
転
換
の
接
続
表
現
と
は
言
え
な
い
が
、
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
の
後
は
、
十

郎
は
場
所
を
移
動
し
、
虎
を
思
い
出
し
泣
い
て
い
る
と
い
う
場
面
が
始
ま
る

た
め
、
場
面
が
転
換
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（
３
）。

な
お
、『
山
家
集
』

に
も
サ
テ
オ
キ
テ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
十
九
）�

崇
徳
院
に
百
首
歌
奉
り
け
る
時
、恋
歌　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　

思

ひ
わ
び
見
し
面
影
は
さ
て
お
き
て
恋
せ
ざ
り
け
ん
折
ぞ
恋
し
き

�
（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
五
・
恋
歌
五
・
一
三
九
四
：
四
〇
三
）

（
二
十
）�
薬
師
の
十
二
の
誓
願
は　

衆
病
悉
除
ぞ
頼
も
し
き

　
　
　

 �
一
経
其
耳
に
は
さ
て
措
き
つ　

皆
令
満
足
す
ぐ
れ
た
り

�

（『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
・
三
一
：
一
九
二
）
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（
二
十
一�
）
雲
取
や
志
古
の
山
路
は
さ
て
お
き
て
小
口
が
原
の
さ
び
し
か
ら

ぬ
か

�

（『
山
家
集
』
下
・
雑
・
九
七
七
：
二
七
三
）

（
十
九
）
で
は
、
接
続
助
詞
テ
と
共
起
し
、〈
N
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
〉

の
意
を
表
す
。
サ
テ
も
直
前
の
「
思
ひ
わ
び
見
し
面
影
」
を
指
示
す
る
。（
二

十
）
は
、『
古
今
著
聞
集
』（
巻
第
六
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
さ

て
措
き
つ
」
と
完
了
の
ツ
を
伴
っ
て
終
止
し
て
い
る

（
４
）。（

二
十
一
）
は
、「
雲

取
や
志
古
の
山
路
」
が
寂
し
い
か
ど
う
か
は
お
い
て
お
き
、
小
口
が
原
が
寂

し
く
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
対
比
関
係
を
読
み
取
れ
る
。

中
世
後
期
に
な
る
と
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
形
式
を
と
る
例
が
増
加
す
る
。

（
二
十
二�

）北
方
御
車
よ
り
下
り
玉
ひ
て
、
涙
の
中
に
御
覧
ず
れ
ば
、
一
間
な

る
所
の
蜘
蛛
手
緊
し
く
結
ひ
た
る
中
に
、
御
身
を
縮
め
て
、
起
居
も

快
か
ら
ず
。
流
る
る
御
涙
袖
に
余
り
、御
身
も
浮
く
ば
か
り
な
り
し

か
ば
、
御
咎
の
事
は
さ
て
お
き
ぬ
。
ま
づ
時
に
当
た
つ
て
、
見
る
物

は
皆
涙
を
ぞ
流
し
け
る
。

�

（『
太
平
記
②
』
巻
第
十
三
：
一
〇
九
）

（
二
十
三�

）『
地
獄
の
あ
る
じ
え
ん
ま
王
、
〳
〵
、
ろ
さ
ひ
に
い
ざ
や
い
で
ふ

よ
』「
是
は
、
ぢ
ご
く
の
あ
る
じ
え
ん
ま
大
王
に
て
候
が
、
そ
う
じ

て
人
間
が
利
根
に
な
つ
て
、
八
宗
九
宗
は
さ
て
お
き
、
け
ん
が
く
の

ほ
う
を
た
て
、
色
々
さ
ま
〳
〵
の
し
う
て
い
を
こ
し
ら
へ
て
、
極
楽

へ
ぞ
ろ
り
〳
〵
と
、
案
内
な
し
に
と
を
る
に
よ
つ
て
、
地
ご
く
の
が

し
ん
も
つ
て
の
ほ
か
な

�

（『
虎
明
本
狂
言
集
翻
刻
註
解
〈
上
〉』
餌
差
：
四
七
四
）

（
二
十
四�

）「
最
前
は
都
迄
御
供
い
た
さ
う
と
や
く
そ
く
を
致
た
れ
共
、
爰
元

で
つ
れ
を
待
合
す
る
は
づ
じ
や
程
に
、
そ
な
た
は
さ
き
へ
お
の
ぼ

り
や
れ「
是
は
い
か
な
事
、
出
家
沙
門
の
一
た
び
か
た
ひ
約
束
を
い

た
ひ
て
、
互
に
用
が
有
と
も
待
合
せ
て
、
同
道
い
た
さ
う
と
申
た
程

に
、
そ
な
た
が
お
ま
ち
や
ら
ば
、
身
ど
も
も
待
ま
ら
せ
う「
近
比
か

た
じ
け
な
ひ
、
さ
り
な
が
ら
、
一
日
や
二
日
な
ら
ば
ま
つ
て
も
下
さ

れ
ひ
と
申
さ
う
が
、
五
日
手
間
が
い
ら
ふ
や
ら
、
あ
る
ひ
は
十
日
手

間
が
い
ら
ふ
や
ら
し
ら
ぬ
程
に
、
そ
な
た
は
さ
き
へ
お
の
ぼ
り
や

れ「
五
日
十
日
の
事
は
さ
て
お
ひ
て
、
五
年
な
り
共
、
十
年
成
共
待

ま
ら
せ
う

�

（『
虎
明
本
狂
言
集
翻
刻
注
解
〈
下
〉』
宗
論
：
二
五
六
）

（
二
十
五�

）明
神
も
楽
天
に
ま
け
じ
と
思
召
、
日
本
に
は
哥
を
よ
ふ
で
な
ぐ
さ

む
と
て
、
哥
を
よ
み
給
ひ
け
れ
ば
、
楽
天
き
も
を
つ
ぶ
し
、
日
本
に

は
あ
ひ
て
い
の
い
や
し
き
者
も
哥
を
よ
む
と
、
ふ
し
ん
を
申
せ
ば
、

明
神
我
等
ご
と
き
の
者
は
扨
お
き
、
水
に
す
む
蛙
ま
で
も
哥
を
よ

む
と
仰
ら
れ
た

�

（『
虎
明
本
狂
言
集
翻
刻
注
解
〈
下
〉』
白
楽
天
：
四
六
三
）

（
二
十
二
）
は
、「
御
咎󠄁
の
事
」
は
今
は
考
慮
せ
ず
、
皆
涙
を
流
し
た
と
い
う

例
で
あ
る
。
サ
テ
オ
キ
ヌ
の
形
で
文
末
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
場
面
と
し
て

は
連
続
し
て
い
る
。（
二
十
三
）
～
（
二
十
五
）
で
挙
げ
た
『
虎
明
本
狂
言
』

の
例
は
、
文
中
で
も
文
頭
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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六
・
三　

近
世
前
期

近
世
前
期
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

（
二
十
六�
）帰
れ
な
ら
帰
れ
で
す
む
帰
れ
ば
あ
づ
ま
が
首
尾
よ
い
と
は
、
さ
う

し
た
あ
づ
ま
ぢ
や
な
い
わ
い
な
か
は
い
い
男
の
流
浪
し
た
の
を
聞

き
な
が
ら
身
の
首
尾
を
思
ふ
や
う
な
傾
城
ぢ
や
と
思
う
て
く
だ
ん

す
は
曲
が
な
い
、情
け
な
い
。
く
つ
わ
の
訳
が
立
た
ぬ
と
て
二
度
廓

へ
立
ち
帰
り
、
身
の
恥
は
さ
て
お
い
て
勝
二
郎
様
の
恥
辱
は
こ
れ

が
何
と
雪
が
れ
う

�

（『
近
松
門
左
衛
門
集
①
』
淀
鯉
出
世
滝
徳
：
八
〇
）

（
二
十
七�

）イ
ヤ
、
半
七
は
昨
日
か
ら
頭
痛
す
る
と
て
、
鉢
巻
で
小
座
敷
に
寝

て
ゐ
ま
す
る
な
ん
ぢ
や
、
頭
痛
ぢ
や
若
い
身
で
、
ま
た
し
て
は
頭
痛

の
、
痞
の
な
ん
の
と
は
、
み
な
茶
屋
酒
が
過
ぎ
る
か
ら
粥
で
も
炊
い

て
食
は
し
た
か

ア
イ

粥
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
重
湯
も
喉
へ
通
ら
ぬ

と
言
う
て
や
う
〳
〵
と
今
、
朝
酒
の
燗
し
て
飲
ん
で
み
て
ど
う
で

も
色
の
な
い
酒
は
飲
ま
れ
ぬ
と
苦
い
顔
し
な
が
ら
、
中
椀
に
た
つ

た
三
杯

�

（『
近
松
門
左
衛
門
集
①
』
長
町
女
腹
切
：
四
四
七
）

（
二
十
六
）・（
二
十
七
）
も
対
比
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
例
で

あ
る
。「
身
の
恥
」
や
「
粥
の
こ
と
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
段

全
体
を
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
こ
こ
で
、
近
世
前
期
で
特
に
顕
著
な
使
用
例
が
確
認
で
き
た
説
経
を

取
り
上
げ
る
。
本
稿
で
は
、「
山
椒
大
夫
」
を
取
り
上
げ
る
。「
山
椒
大
夫
」

は
中
世
末
（
推
定
）
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
複
数
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違

い
を
検
討
し
や
す
い
た
め
、
そ
の
使
用
実
態
を
示
し
つ
つ
述
べ
た
い
。
次
の

よ
う
な
例
で
あ
る
。

（
二
十
八�

）［
み
た
い
所
の
話
題
］
こ
れ
は
み
た
い
の
御
物
か
た
り
、
さ
て
お

き
申
、
こ
と
に
あ
は
れ
を
と
ゞ
め
た
は
、
さ
て
み
や
さ
き
の
三
郎

か
、
き
や
う
た
い
の
人
々
を
、
二
く
わ
ん
五
百
に
か
い
と
つ
て
、
あ

と
よ
さ
き
よ
と
う
る
ほ
と
に
、

�

（「
さ
ん
せ
う
太
夫
」（
與
七
郎
正
本
）
：
六
）

（
二
十
九�

）［
づ
し
わ
う
丸
の
話
題
］
こ
れ
は
つ
し
わ
う
殿
の
物
か
た
り
、
さ

て
を
き
申
、
花
の
み
や
こ
に
お
は
し
ま
す
、
三
十
六
人
の
し
ん
か
大

し
ん
の
御
な
か
に
、
む
め
ず
の
ゐ
ん
と
申
は
、
な
ん
し
に
も
に
よ
し

に
も
、
す
ゑ
の
よ
つ
き
が
御
さ
な
ふ
て
、

�

（「
さ
ん
せ
う
太
夫
」（
與
七
郎
正
本
）
：
二
四
）

（
三
十
）�

そ
れ
お
や
こ
兄
弟
の
わ
り
な
き
事
は
。
さ
う
か
ひ
よ
り
も
ふ
か
し
。

爰
に
お
ふ
し
う
五
十
四
く
ん
の
あ
る
じ
を
は
。
い
わ
き
の
判
官
ま

さ
う
ぢ
殿
と
ぞ
申
け
る
。
▲
さ
る
間
正
う
ぢ
。
み
か
ど
の
御
か
ん
き

か
う
む
り
。
つ
く
し
あ
ん
ら
く
し
に
。
る
人
と
こ
そ
は
聞
へ
け
る
。

是
は
扨
を
き
爰
に
又
。
し
の
ぶ
の
こ
ほ
り
に
お
は
し
ま
す
。
み
だ
い

所
や
き
ん
だ
ち
に
て
。
し
よ
し
の
あ
は
れ
を
と
ゞ
め
た
り
。

�

（「
さ
ん
せ
う
太
夫
」（
寛
文
七
年
板
）
：
四
六
）

（
三
十
一�

）
第
二　

兄
弟
な
け
き
幷
い
せ
の
こ
は
き
な
さ
け
の
事

　
　
　

 �
是
は
扨
置
み
や
さ
き
の
三
郎
は
。
あ
た
ひ
が
ま
さ
は
う
ら
ん
と
て
。

か
な
た
こ
な
た
と
う
る
程
に
。
卅
五
て
う
と
申
に
は
。
た
ん
ご
の
國

ゆ
ら
の
み
な
と
。
さ
ん
せ
う
大
夫
が
も
と
に
。
し
ろ
を
つ
も
つ
て
十
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七
貫
文
に
う
り
け
る
は
。
し
よ
し
の
あ
は
れ
と
聞
へ
け
る
。
太
夫
な

の
め
に
よ
ろ
こ
び
。
扨
な
ん
ぢ
ら
が
□
□
□
何
と
申
ぞ
。

�

（「
さ
ん
せ
う
太
夫
」（
寛
文
七
年
板
）
：
五
〇
。
□
は
読
み
得
な
い
箇
所
）

（
三
十
二�

）
〽
い
た
わ
し
や
。
わ
か
君
（
＝
厨
子
王
丸
）
は
、
御
前
を
ま
か
り

立
。
と
あ
る
所
に
立
よ
り
て
。
く
と
き
こ
と
こ
そ
あ
わ
れ
な
れ
。
三

か
の
し
ば
さ
へ
、
ゑ
こ
ら
ぬ
に
。
そ
も
や
十
か
こ
れ
と
は
、
何
と
な

る
へ
き
か
な
し
や
と
。
ま
つ
さ
め
〳
〵
と
ぞ
な
き
給
ふ
。
お
つ
る
泪

の
ひ
ま
よ
り
も
。
け
に
ま
こ
と
わ
す
れ
た
り
。
あ（

あ
ね
こ
カ
）

の
こ
の
む
か
い
に

参
ら
ん
と
。
濱
ぢ
を
指

（
三
重
）て

そ
、〽
下
ら
る
ゝ
。
是
は
さ
て
お
き
。
姉

う
ゑ
は
。
濱
ち
の
方
に
て
、う
し
ほ
を
く
ん
で
ま
し
ま
す
か
。
つ
し

わ
う
丸
は
、
ご
ら
ん
し
て
。

�

（「
山
庄
太
輔
」（
正
徳
三
年
板
）
：
七
六

−

七
七
）

（
三
十
三�

）太
ゆ
ふ
此
よ
し
を
見
る
よ
り
も
、
い
か
に
三
郎
。
も
は
や
か
や
う

に
、け
か
れ
た
る
や
つ
は
ら
を
。
三
の
木
戸
は
む
や
く
。
こ
れ
よ
り

濱
ぢ
ゑ
つ
れ
ゆ
き
。
松
の
き
ふ
ね
の
そ
の
中
に
、お
し
こ
め
て
お
け

と
あ
れ
は
。
か
し
こ
ま
つ
て
候
と
、兄
弟
を
引
立
。
は
ま
ぢ
に
い
そ

き
、松
の
木
ふ
ね
を
ひ
き
お
こ
し
。
そ
の
中
に
お
し
こ
め
お
き
け
る

は
。
し
よ
じ
の
。
あ
わ
れ
と
見

（
三
重
）え

に
け
り
、〽
是
は
さ
て
お
き
。
太

夫
か
五
人
の
子
と
も
の
そ
の
中
に
。
次
郎
殿
、つ
ね
〳
〵
大
じ
ひ
の

人
な
れ
は
。
我
は
ん
を
す
こ
し
わ
け
。
ぶ
も
兄
弟
の
目
を
忍
び
。
よ

な
〳
〵
濱
ち
に
か
よ
ひ
。
兄
弟
の
も
の
共
を
、
は
こ
く
み
給
ふ
、

こ
ゝ
ろ
さ
し
。
後
の
世
ま
て
も
、わ
す
れ
。
か
た
な
ふ
聞
こ
え
け
り
。

�

（「
山
庄
太
輔
」（
正
徳
三
年
板
）
：
八
〇
）

（
二
十
八
）・（
二
十
九
）
の
よ
う
に
、
よ
り
古
態
を
残
す
「
さ
ん
せ
う
太

夫
」（
與
七
郎
正
本
）で
は
、
サ
テ
オ
キ
申
、
と
い
う
表
現
が
文
末
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
世
後
期
ま
で
の
様
相
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、（
三
十
）・（
三
十
一
）
の
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」

（
寛
文
七
年
板
）に
な
る
と
、
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
文
末
で
用
い
ら
れ
る
例
は
な
く
、
文
頭
で
の
み
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

（
三
十
二
）・（
三
十
三
）
の
「
山
庄
太
輔
」（
正
徳
三
年
板
）
も
、
文
頭
に
の

み
、
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
の
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
の
使
用
場
面
を
み
る
と
、
段
の
始
め
に
用
い

ら
れ
た
り（（
三
十
一
））、
直
前
に
語
り
手
の
調
子
を
高
く
す
る
指
示
が
見
ら

れ
る
も
の
が
あ
る（（
三
十
二
）・（
三
十
三
））。
こ
れ
ら
の
例
に
は
、
中
世
後

期
ま
で
に
も
み
ら
れ
た
同
一
場
面
に
お
け
る
対
等
な
対
比
関
係
は
認
め
ら
れ

ず
、
主
体
と
な
る
登
場
人
物
が
交
替
し
て
お
り
、
ま
た
、
時
間
・
場
所
も
コ

レ
ハ
サ
テ
オ
キ
の
前
後
で
異
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
場
面
が
転
換
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

七　

考
察

本
節
で
は
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
時
代
毎
に
整
理
す
る
と
、
は
じ
め
に
中
古
で
は
、
サ
テ
オ
キ
は
一

例
の
み
確
認
で
き
た
。
サ
テ
は
前
文
の
内
容
を
指
示
し
て
い
る
た
め
、
転
換

の
接
続
表
現
の
例
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
中
世
に
入
る
と
、
文
末

用
法
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
ツ
・
ヌ
・
タ
リ
と
い
っ
た

ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
を
伴
い
、
結
果
状
態
を
表
す
例
が
複
数
見
ら
れ
た
。
そ
の

119

T09_110-121_osakadaigaku-T_ONO_04.indd   119T09_110-121_osakadaigaku-T_ONO_04.indd   119 2022/03/16   9:532022/03/16   9:53



た
め
、
こ
の
時
点
で
は
、
文
や
話
題
を
一
旦
区
切
る
こ
と
自
体
に
焦
点
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
的
に
段
落
や
場
面
の
転
換
を
表
す

わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
話
題
を
一
旦
区
切
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
後
に
、
新
し
い
異
な
る
話
題
が
始
ま
る
こ
と
を
予
期
さ
せ
る

の
で
、
次
の
近
世
に
お
け
る
転
換
の
用
例
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
に
入
る
と
、
文
頭
に
お
い
て
、
N
に
指
示
代
名
詞
コ
レ
が
入
る
例
が
観

察
さ
れ
る
。
コ
系
列
指
示
詞
の
コ
レ
は
、
前
段
の
内
容
を
統
括
す
る
機
能
を

持
つ
指
示
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
段
落
や
当
該
場
面
全
体
を
指
示
し
、
転
換

を
表
せ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
形
式
的
な
変
遷
過
程
を
お
お
む
ね
時
系
列
に
沿
っ
て
一
般
化
す
る

と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
三
十
四
）
①
［
…
］、
N�

1
ハ
サ
テ
オ
キ
テ
、
N�
2
ハ
…
（
文
中
）

　
　
　
　

 

②
［
…
］、
N�

1
ハ
サ
テ
オ
キ
ツ
。
N�

2
ハ
…
（
文
末
対
比
）

　
　
　
　

 

③
［
N�

1
…
］。
N�

1
ハ
サ
テ
オ
キ
、
N�

2
ハ
…
（
文
中
対
比
）

　
　
　
　

 

④�

［［
N�

1
］
…
］。
コ
レ
（
＝
［
N�

1
］）
ハ
サ
テ
オ
キ
、
N�

2

ハ
…
（
文
頭
対
比
1
）

　
　
　
　

 

⑤�

［
N�

1
…
］。
コ
レ
（
＝
［
N�

1
…
］
の
事
態
）
ハ
サ
テ
オ
キ
、

N�

2
ハ
…
（
文
頭
対
比
2
）

す
な
わ
ち
、
①
・
②
は
、〈
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
く
〉
と
い
う
意
味

を
も
つ
段
階
で
あ
る
。
特
に
②
は
、
一
旦
、
サ
テ
オ
キ
ツ
等
の
文
末
で
の
使

用
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
話
題
が
終
止
す
る
こ
と
を
表
す
段
階
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
同
一
場
面
に
お
け
る
対
比
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
③
は
、
N�

1
が
文
頭

に
現
れ
る
が
、
②
と
同
様
に
対
比
関
係
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
④
は
、
コ
レ

ハ
サ
テ
オ
キ
と
い
う
形
式
で
あ
る
が
、
コ
レ
は
具
体
的
な
事
物
を
指
示
す
る

段
階
で
あ
る
。
⑤
は
、
コ
レ
が
直
前
の
事
態
を
指
示
し
、
話
を
転
換
す
る
段

階
で
あ
る
。

な
お
、
コ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
は
、
段
の
始
ま
り
や
、
時
間
・
場
所
・
登
場
人

物
等
複
数
の
変
化
や
、
語
り
手
の
草
子
地
が
語
ら
れ
た
直
後
に
用
い
ら
れ
る

等
、
出
現
状
況
に
制
限
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
サ
テ
よ
り
も
大
き
な

〈
場
面
〉
転
換
の
際
に
用
い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
転
換
の
接
続
表
現
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
成
立
に
は
、
次
の
要
素
が
関

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
十
五
）
Ⅰ
対
比
関
係

　
　
　

 　

Ⅱ
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
を
伴
う
文
末

　
　
　
　

 

Ⅲ
近
称
コ
レ
に
よ
る
前
段
の
統
括
機
能

八　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
N
ハ
サ
テ
オ
キ
の
成
立
過
程
を
検
討
し
、
近
世
期
に
は
、
転

換
の
例
と
考
え
て
よ
い
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
成
立
過
程
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
対
比
関
係
を
取
る
例
や
、
ア
ス
ペ
ク
ト

形
式
を
伴
い
文
末
で
用
い
ら
れ
話
題
を
区
切
る
例
、
近
称
コ
レ
と
の
共
起
例

が
、
転
換
の
接
続
表
現
化
に
お
い
て
、
注
意
す
べ
き
観
点
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。

注（
1
）　

検
討
す
る
と
い
う
の
は
、
得
ら
れ
た
用
例
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
量
的
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な
観
点
か
ら
の
考
察
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
2
）　

近
世
後
期
以
降
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
3
）　

た
だ
し
、現
代
で
は
ソ
レ
ハ
サ
テ
オ
キ
と
ソ
系
指
示
詞
を
用
い
る
と
こ
ろ
が

コ
系
（
列
）
指
示
詞
が
現
れ
て
い
る
点
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
十

分
考
察
で
き
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
4
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
に
は
「
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
。「
さ
て

措
く
」
は
そ
の
ま
ま
で
別
に
し
て
お
く
意
。」（
一
九
二
頁
）
と
あ
る
。

参
考
文
献

石
黒
圭
（
二
〇
一
六
）『
書
き
た
い
こ
と
が
す
ら
す
ら
書
け
る
！　
「
接
続
詞
」
の
技

術
』
実
務
教
育
出
版

市
川
孝
（
一
九
七
八
）『
国
語
教
師
の
た
め
の
文
章
論
概
説
』
教
育
出
版

岡
﨑
友
子
（
二
〇
一
一
）「
指
示
詞
系
接
続
語
の
歴
史
的
変
化
―
中
古
の
「
カ
ク

テ
・
サ
テ
」
を
中
心
に
―
」
青
木
博
史
［
編
］『
日
本
語
文
法
の
歴
史
と
変
化
』

く
ろ
し
お
出
版

小
池
清
治
（
二
〇
〇
二
）「
除
外
表
現
」
小
池
［
他
］［
編
］『
日
本
語
表
現
・
文
型

事
典
』
朝
倉
書
店

小
池
清
治
・
小
林
賢
次
・
細
川
英
雄
・
山
口
佳
也［
編
］（
二
〇
〇
二
）『
日
本
語
表

現
・
文
型
事
典
』
朝
倉
書
店 

鈴
木
一
彦
・
林
巨
樹［
編
］（
一
九
八
四
）『
研
究
資
料
日
本
文
法
④
修
飾
句
独
立
句

編　

副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
』
明
治
書
院

田
中
章
夫
（
一
九
八
四
）「
4
接
続
詞
の
諸
問
題
―
そ
の
成
立
と
機
能
―
」
鈴
木
・

林
［
編
］『
研
究
資
料
日
本
文
法
④
修
飾
句
独
立
句
編　

副
詞
・
連
体
詞
・
接

続
詞
・
感
動
詞
』
明
治
書
院

西
田
隆
政
（
二
〇
〇
一
）「
源
氏
物
語
に
お
け
る
指
示
語
「
さ
て
」
の
用
法
―
平
安

和
文
で
の
接
続
詞
的
用
法
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

二
〇
、
和
泉
書
院

百
瀬
み
の
り
（
二
〇
一
九
）「
中
古
中
世
散
文
作
品
に
お
け
る
『
転
換
の
サ
テ
』
に

つ
い
て
―
接
続
詞
の
「
サ
テ
」
に
向
か
う
も
の
と
し
て
の
―
」『
詞
林
』
六
五
、

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

調
査
資
料

後
藤
重
郎
［
校
注
］（
一
九
八
二
）『
新
潮
日
本
古
典
集
成
第
49
回
山
家
集
』
新
潮
社

横
山
重
［
校
訂
］（
一
九
六
八
）『
説
經
正
本
集
』
一
～
三
、
角
川
書
店

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
一
）『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（https://ccd.ninjal.

ac.jp/chj/

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
十
月
三
〇
日
）

国
立
国
語
研
究
所
（
二
〇
二
一
）『
現
代
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』（https://

chunagon.ninjal.ac.jp/bccw
j-nt/search

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年

十
月
三
〇
日
）

Japanknow
ledge H

P

（https://japanknow
ledge.com

/personal/

、
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
二
一
年
十
月
三
〇
日
）

【
付
記
】
本
稿
は
、JSPS

若
手
研
究20K

13999

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

（
き
よ
た
・
あ
き
ひ
ろ　

大
阪
教
育
大
学
特
任
准
教
授
）
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